











































































新光寺 地名の方山・片山の違いが何に起因する かは不明であるが、両者とも同時期に用いら いたことは文書と金石文から知ること できる。　
方山真光寺の遺構で、それが何の施設であるのか、確定している





































木造塔に関する出土遺物は多種多様で、水煙 ・ 宝珠ないし竜車片 ・









上に基壇を造成し、凝灰岩製の九重塔を建てていた。調査前の姿は基壇中央に盗掘坑が穿たれ、石塔基礎がひっくり返されていた。基壇は盛土によって築成され 築成基壇で規模は東西約四． 六ｍ・南北約五． 六ｍ・高さ約一． 〇ｍ 。石垣の石材には心礎・四天柱礎・側柱礎が用いられている。基壇上面は割石で覆われていた。基壇中央部の移動された心礎の掘方内に埋めら た〇． 五五×〇． 五三ｍ深さ〇． 三〇ｍの木櫃痕跡が認められ、内部から何も出土しなかったが、教典からなる法舎利を安置した舎利容器と考えられる。　
石造塔に関する出土遺物は、基壇上から粉々に破壊された石造多



























拠に乏しい。曲面を持ってい から建築部材かと考えたも であるが、このような鉄製品の類例を寺院建築で見 け ことが出来なかった。なお、本風鐸は小形品であることから塔 隅に吊されたものではなく、相輪の水煙に垂下されたもの 考えられる　
１は残存する大きさ縦四． 〇㎝・横四． 五㎝・厚さ〇． 四㎝、２は残
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